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名称 日本の宇宙ビジネスの海外展開支援に係る企業様へのアンケート（2024年度）

実施主体 (連名)  内閣府宇宙開発戦略推進事務局
 経済産業省製造産業局宇宙産業課
 宇宙航空研究開発機構（JAXA）新事業促進部、
宇宙戦略基金事業部及び調査国際部

 独立行政法人国際協力機構（JICA）ガバナンス・平和構築部STI・DX室

実施期間 2024年11月22日～2025年1月17日（約2か月間）

目的 宇宙ビジネスを推進されている日本企業の海外展開に関する課題や、政府機関等
への支援要望の把握。

アンケート結果
等の取り扱い

① 今後の政府機関等における海外展開支援の計画・実施に活用させて頂きます。
② 政府機関等が国際会議や海外展示会支援等を実施する際に、当該地域・国へ

ご関心ありとご回答いただいた事業者の皆様へ、直接ご案内させて頂きます。

今後の実施頻度 各年度の12月～1月頃に1回（想定）
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 回答数は （ 各社の事業単位での回答可としており、回答事業者数としては ）。回答者の属性は以下の通り。
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 最も関心のある地域は、欧米とアジアで大きく 分。一方、２番目に関心のある地域は、欧米・アジア以外が 割程度を占めた。
 この要因は、北米に最も関心のある事業者は 番目にほぼ欧州に関心があり、アジアに最も関心のある事業は大洋州・中東・中南米

といった新興・途上国にも関心があるなど、大きく２つの方向性の事業者がいるためと考えられる。
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 最も関心のある地域を、事業者の事業領域別に集計した結果は以下の通り。
 北米地域はハード領域、特に宇宙機部品・コンポーネントが最も多く、ソフト領域の衛星データ利用ソリューションが最も少ない。
 アジア地域と回答した事業者の関心領域は多岐に渡るが、その中では衛星データ利用ソリューションが最も多い結果となった。
 前項と併せると大まかには「ハード系は欧米」「ソリューション系はアジア・新興国」が主要市場と捉えることが可能。
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 事業者が関心のある具体的な国名（複数回答可）としては、以下の通り。
 米国を中心とした欧米の宇宙先進国が上位へランクイン。ただし、上位 か国のうち か国がアジア・オセアニア地域であり、
特にオーストラリア、インド、タイなどへ関心を寄せる事業者数は、欧州の上位国と同程度の水準となった。
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アラブ首⾧国連邦
台湾

カナダ
イタリア共和国

シンガポール共和国
フィリピン共和国

大韓民国
ベトナム社会主義共和国
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 海外展開に当たって政府等へ期待する支援は、国際展示会への出展支援やネットワーキングイベントなどの、海外企業との接点を持
つ機会の提供に関する要望が多かった。

 また、現地の日本政府機関等（大使館、 等）のサポートを期待する回答も多かった。
 回答事業者の業種によって求める支援内容に大きな違いは見られなかった。
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地上システム・試験関係 宇宙輸送システム（ロケット等）
宇宙機部品・コンポーネント 衛星システム（通信、観測、測位、軌道上サービス 等）
衛星データ利用ソリューション 宇宙空間利用・有人
その他
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衛星データ利用ソリューション 宇宙空間利用・有人
その他

 政府や による活用・支援を求める国際会議・展示会は以下の通りとなった（複数回答可）。
 欧米圏では、 、 、 、 に回答が集中。
 アジア圏では、 、 、 、 等が比較的票を集めた。なお、アジア圏の国
際会議・展示会と回答した事業者は、他に比べ衛星データ利用ソリューション事業者からの回答が多い点が特徴的だった。
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1. JAXA新事業促進部等における宇宙ビジネスの海外展開支援に関するHP
https://aerospacebiz.jaxa.jp/Spacebiz_global/

2. JAXA BIZ メールマガジン
https://aerospacebiz.jaxa.jp/mail-magazine/

3. 個別連絡
本アンケートに回答をいただいた方に対しては、アンケート結果（関心のある国・地域、イベント
等）を踏まえつつ、ご関心をいただける可能性のある情報について随時お送りさせていただくこと
がございます。

 本アンケートの結果も踏まえつつ、2025年度以降にJAXA新事業促進部等において実施する海外展
開支援策については、今後、順次、以下のHP及びメールマガジン等で情報発信していきます。

 なお、来年度もアンケートの実施を予定しておりますので、ご協力よろしくお願いいたします。


